
と、これまでの10

年間の中で最低と

なりましたが（表

１）、稚貝が足り

る 目 安 で あ る

20,000個／袋を

越えたため、「採

苗不振年」とはな

らない見込みが立

ちました。

５　稚　貝　採　取

今年は、産卵が遅れたため、稚貝サイズの伸びも

昨年より約２週間遅れました。このため、稚貝採取

も７月下旬から８月下旬まで行われました。今年は

好天に恵まれ、８月上旬には１ｍ層の水温が23℃

を越え高めに推移する傾向が見られたため、早朝の

涼しい時間帯に十分注意しながら作業するよう指示

しました。

８月には、青森、平内、川内地先で青空教室を行

い、稚貝採取作業状況等を聞き取りました。その際、

タライの海水の溶存酸素量が少ないところがあり、

やはりそのような状況ではへい死が見られたため、

頻繁に水換えするよう指導しました。また、稚貝数

についても聞き取ったところ、十分あり、余るとの

ことで、ホッと胸をなでおろしました。

これから分散の時期を迎えることとなりますが、

人間の都合にばかり合わせず、貝のサイズを見なが

ら、ホタテの気持ちになって仕事を進めてほしいと

思います。
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貝毒とは、毒を持つプランクトンをホタテガイな

どの二枚貝が食べることにより蓄積される毒のこと

で、毒化した二枚貝を人間が食べることにより健康

に害を与えます。よく知られている貝毒の種類には、

麻痺性貝毒、下痢性貝毒、記憶喪失性貝毒の３種が

あり、太平洋産の二枚貝では最悪の場合死に至る麻

痺性貝毒もありますが、陸奥湾産のホタテガイでは

下痢性貝毒のみ確認されています。症状としては、

腹痛、下痢、嘔吐などで死亡例はありませんが、毒

の成分の中には発ガン促進作用を持つ

ものもあり、軽視することはできません。

近年の貝毒発生状況

当所では、ホタテガイの毒性の他、

貝毒原因プランクトンの出現状況のモ

ニタリングを20年以上続け、食の安

全・安心の確保に役立ててきていま

す。下痢性貝毒の原因プランクトンと

して代表されるDinophysis fortii（ディ

ノフィシス　フォルティ）の出現量と

ホタテガイの毒性を図１に示しました。1990年以

降、一部を除き毒化は全般的に弱く、D.fortiiの出

現量も少ない傾向が続いています。近年では貝毒が

発生しない年もあり、今年も現在まで貝毒は出てい

ません。

貝毒発生予測に当たって

貝毒発生による規制でホタテガイなどの計画的出

荷が阻まれることが多々あります。そのため漁業者

図１　D.fortiiの最高出現量とホタテガイの最高毒力

表１　平成８年から17年までのホタテ
稚貝付着数全湾平均値

※第２回ホタテガイ等付着稚貝
調査結果（間引き無しの値）

年

Ｈ17
Ｈ16
Ｈ15
Ｈ14
Ｈ13
Ｈ12
Ｈ11
Ｈ10
Ｈ ９
Ｈ ８

ホタテガイ付着数
（個／袋）

45,696
278,825
161,256
82,443
194,357
91,368
67,033
59,304
95,813
119,402
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などから「今年は貝毒がいつ頃出るのか？」と聞か

れることも多く、貝毒の発生を予測することが求め

られています。

貝毒発生の予測手法として、貝毒原因プランクト

ンの出現動向からホタテガイの毒化を推測する方法

がこれまで何度か試されてきました。しかし、どの

プランクトンがどんな毒成分をどれくらい保有して

いるのかわかっていないことや、同じ種類のプラン

クトンでも、時期や海域によって毒性が異なる場合

もあり、貝毒発生の予測は達成できておりません。

下痢性貝毒の成分

下痢性貝毒の毒成分は、オカダ酸群（ＯＡ群）、

ペクテノトキシン群（ＰＴＸ群）、イエッソトキシ

ン群（ＹＴＸ群）の３つに分けられますが、特にＹ

ＴＸ群はホタテガイからは多量に検出されるにもか

かわらず、それに対応するプランクトンが陸奥湾で

は確認されていませんでした。そこで、予測手法

確立の第一歩として、貝毒原因プランクトンの種

類と毒成分との対応を調査してみました。近年、

（独）東北区水産研究所において、高速液体クロマ

トグラフィー／質量分析法（ＬＣ／ＭＳ）を用いた

下痢性貝毒の成分分析法が確立されたため、この方

法を用いてプランクトンの種類ごとの出現密度と毒

性を調査してみました。今回はＹＴＸ群について紹

介します。

ＹＴＸ群の起源

ＹＴＸ群を保有するプランクトンは、三陸地方な

どで６月頃に出現するProtoceratium reticulatum

（プロトケラチウム　レティキュラータム）が現在

確認されています。しかし、陸奥湾で同様に調査

をしてもほとんど出現しないため、同種はモニタリ

ングしていませんでした。そこでまず、プランクト

ンネットを用いてプランクトンを含む海中懸濁物

（粒状物）を周年採集し、ＬＣ／ＭＳによる成分分

析をしました。その結果、三陸地方より約１ヶ月早

い４月下旬をピークに

短期間でのみＹＴＸ群

が検出されました。こ

の時期に採取したプラ

ンクトンを顕微鏡で確

認したところ、多量の

P.reticulatum（図２）

が見つかり、この細胞

数と海中懸濁物中のＹ

ＴＸ群の毒量との間に

は密接な関係があることがわかりました（図３）。

ＹＴＸ群は一度、二枚貝の体内に取り込まれると抜

けにくい性質があるため、陸奥湾におけるホタテガ

イでも、この短期間で蓄積した毒が減衰しつつも周

年体内に残っていると考えられます（図４）。

ま　　と　　め

今回の調査によって、これまで不明だった陸奥湾

におけるＹＴＸ群の原因プランクトンの正体が

P.reticulatumであることが判明しました。また、１

細胞あたりの毒量（0.013ナノグラム）がわかった

ため、プランクトンの出現量からホタテガイの餌と

なる海中懸濁物中のＹＴＸ群の毒性を推定できるよ

うになりました。

現在、モニタリングを継続するとともにＯＡ群

やＰＴＸ群を保有するDinophysis属のプランクト

ンの調査をしています。先に述べたD.fortiiや

D.acuminata（ディノフィシス　アキュミナータ）

などがこれらの成分を保有していることがわかって

いますが、時期によって毒の強さが異なる傾向があ

り、より詳細な解析が必要です。これからも様々な

研究を重ね、貝毒発生の予測手法確立を目指してい

きたいと思います。

図２　陸奥湾で確認された
P.reticulatum

図３　陸奥湾（野辺地定点）における
P.reticulatumの出現量とＹＴＸ群毒性

図４　陸奥湾（野辺地定点）におけるプランクトン
とホタテガイのＹＴＸ群毒性




